
作
る
、

味
わ
い
、

学
ぶ

冬
の
香
り
いっ
ぱ
い
の

食
の
世
界
へ

ち
い
き
び
と

地
域
人
の
食
め
ぐ
り

|
藤
枝
|
冬
の
味
覚
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昨
年
の
秋
冬
「
地
域
人
の
調
味
料
」
の
テ
ー
マ
で

開
催
し
た
際
に
感
じ
た

食
の
奥
深
さ
と
、人
と
自
然
の
つ
な
が
り
。

そ
の
学
び
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

今
年
は〝
季
節
の
香
り
と
食
〞
を
め
ぐ
る

冬
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
へ
。

冬
の
畑
で
感
じ
る
生
命
の
息
吹
、

木
々
の
香
り
と
と
も
に
味
わ
う
食
卓
、

地
域
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
手
し
ご
と
。

五
感
を
ひ
ら
き
、藤
枝
の
冬
を〝
味
わ
う
〞旅
へ
。

自
然
と
人
、地
域
の
文
化
が
響
き
合
う
、

新
し
い
学
び
と
体
験
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

藤
枝
の
豊
か
な
自
然
と

人
の
営
み
が
織
り
な
す
「
食
と
文
化
」
。

そ
れ
を
体
験
す
る

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

今
年
も〝
地ち

い

き

び

と

域
人
〞
が
紡
ぐ
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。

――
冬
の
香
り
に
包
ま
れ
る
食
の
め
ぐ
り
――

 作
る
、味
わ
い
、学
ぶ

 Gastronom
y Tourism
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申込 フジエダオンパク公式サイト備考 剪定バサミ（あれば）、手袋、汚れても良い靴

時間 10：00～13：30

参加料金 8,500円（体験料・食事代&レシピ付・ 保険料込み） 定員 15名
（最少催行10名）

集合場所 ミモザとユーカリ農園 KOMOREBI 農園作業場
（藤枝市岡部町村良）※詳しい住所は参加者様にお知らせいたします。

お
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

蔵cafe&dining 
coconomi
岡部宿大旅籠柏屋にある、築二百
余年の蔵をリノベーションしたカ
フェダイニング。地元の素材を生
かした創作料理を提供している。

瀬戸谷のめぐみ茶園　
箕作めぐみ
お茶園をやりたくて神奈川
から移住、茶農家さんで研
修。2018年に「瀬戸谷のめ
ぐみ茶園」をスタート。

めぐり庵 久保田泰行
2019年オープン。美味しく
楽しく健康な食をこれから
もずっとをモットーに真心
込めて手作りしています。

株式会社志太泉酒造
望月雄二郎
SSI認定日本酒学講師。静
岡県清酒鑑評会の評価員も
やっております。

ミモザとユーカリ農園 
KOMOREBI（コモレビ）
藤枝市岡部町でユーカリやミモザを
育てる農園。香りや形の異なる多彩な
ユーカリを収穫・販売し、ご希望に合わ
せて花束やアレンジも制作している。

藤
枝
・
岡
部
の
ミ
モ
ザ
と
ユ
ー
カ
リ
農
園

「
コ
モ
レ
ビ
」に
て
、
グ
ニ
ー
ユ
ー
カ
リ
の
収
穫
と
、
縦
型

ガ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
。
摘
み
た
て
の

香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
植
物
と
向
き
合
う
時
間
を
楽
し

み
ま
す
。
移
動
後
、
築
二
百
余
年
の
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た「
蔵cafe&

dining coconom
i

」に
て
地
元
食
材
を
生

か
し
た
創
作
ラ
ン
チ
と
、
旬
の
藤
枝
産
い
ち
ご
を
使
っ
た

特
製
デ
ザ
ー
ト（
レ
シ
ピ
付
き
）を
。
香
り
と
味
覚
か
ら
、
藤

枝
の
旬
を
味
わ
う
ひ
と
と
き
で
す
。

自
然
の
香
り
と
旬
を
味
わ
う
。

季
節
を
め
ぐ
る
1
日

水
に
恵
ま
れ
た
藤
枝
。
瀬
戸
川
沿
い
の
志
太
泉
酒
造
で
は
新

酒
を
仕
込
む
酒
造
り
の
現
場
を
訪
問
し
、
蔵
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
作
り
手
と
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
と
共
に

利
酒
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
上
流
に
移
動
。
途
中
、
番
茶
の
魅

力
を
味
わ
っ
て
か
ら
、
山
里
の
め
ぐ
り
庵
を
訪
れ
ま
す
。
地

元
の
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
た
旬
の
食
材
を
活
か
し
た
コ
ー

ス
料
理
を
堪
能
し
ま
す
。
志
太
泉
酒
造
の
酒
粕
を

使
っ
た
お
料
理
や
、
志
太
泉
の
社
長
セ
レ
ク
ト

の
お
料
理
と
お
酒
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
で
、
引
き

立
て
合
う
食
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

藤
枝
の
水
脈
を
辿
る
　

路
線
バスの
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か

ツ
ア
ー
行
程コモレビ農園

作業場 集合
9:30

お話・ユーカリ収穫体験9:35
縦型ガーランドWS
（30cm程度）

9:55

各自クルマにて
岡部宿大旅籠 柏屋
駐車場へ移動

12:00

coconomi ランチ&
いちごのデザート

12:30

解散13:30

香
る
ユ
ー
カ
リ
×
旬
の
い
ち
ご

【火】
201

No.1

晴れの場合
（収穫体験あり）

雨の場合は事前に収穫した
ユーカリでガーランドを作ります。

雨の場合
（収穫体験なし、事前収穫）

ツ
ア
ー
行
程

「藤枝駅」発
《藤枝駅北口ゆらく線》

8:3 1  

志太泉酒造9:00

藤枝駅北口 集合8:20

「中山上」乗車14 :01
めぐり庵12 :10

「藤枝駅」下車・解散
《藤枝駅北口ゆらく線》

14 :22

「中山」バス停下車・
徒歩５分

10:35

イシモク体験館で番茶10:40
徒歩15分1 1 :50

バス停で下車・徒歩５分8:50

バス停より乗車10:33

新
酒
の
香
り
漂
う

里
山
の
食
を
堪
能
す
る
旅

【火】
201

No.2

申込 フジエダオンパク公式サイト

時間 ８：20～14：30

参加料金 9,850円（体験料、コース料理、保険代込み）

定員 15名（最少催行10名）集合場所 藤枝駅北口

※路線バスで各自移動するため、バスの運賃は各自負担となります（計600円ほど）。

お
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら
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昨
年
大
人
気
だ
っ
た「
シ
ト
ラ
ス
ツ
ア
ー
」が
、
今
年
も
帰
っ

て
き
ま
す
！ 

約
75
種
類
も
の
珍
し
い
柑
橘
を
育
て
る
農
園

で
、
生
産
者
さ
ん
の
お
話
&
収
穫
体
験
。
里
山
の
澄
ん
だ
空

気
の
中
、
も
ぎ
た
て
の
柑
橘
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
の

後
は
貸
切
バ
ス
で
檸
檬
と
ラ
ク
ダ
へ
。
農
園
で
採
れ
た
柑
橘

を
使
い
、
シ
ト
ラ
ス
×
和
の
特
別
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
を
味
わ

い
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
レ
モ
ン
カ
ー
ド
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
。
お
う
ち
で
も
楽
し
め
る
レ
シ
ピ
付
き
。

人
と
自
然
をつ
な
ぐ
柑
橘
農
園
で
旬
を
頂
く

申込 フジエダオンパク公式サイト備考 長袖長ズボン、汚れても良い、帽子、
手袋、着替え（必要な方）

時間 9：30～13：50

参加料金 8,500円（お食事代、体験料、柑橘2kg分代、保険代込み） 定員 12名（最少催行6名）

集合場所 白ふじの里（藤枝市北方４８１-１）

檸檬とラクダ
自家製の発酵調味料や無農薬
畑で採れるオーガニックの食
材を使い、自由な発想で考え
られた発酵料理やお菓子の販
売、料理教室などを企画。

密柑農園
農薬を使用せず、愛情たっぷ
りに育てる柑橘農園。極上の
香りを生み出す小長谷さんの
柑橘にはファンが多く、知る
人ぞ知る存在。

香
り
感
じ
る
、シ
ト
ラ
ス
×
和
ご
は
ん

【水】
141

No.3

お
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

野草塾　
主宰 うんのちえこ
日本和ハーブ検定一級取
得。おくすり研究会薬草
マイスター。野草塾つみ
草代表。

瀬戸谷のめぐみ茶園　
箕作めぐみ
お茶園をやりたくて神奈川
から移住、茶農家さんで研
修。2018年に「瀬戸谷のめ
ぐみ茶園」をスタート。

自
然
の
中
で
冬
の
空
気
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
な
が
ら
、
野

草
に
つ
い
て
学
び
、
貴
重
な
野
草
味
噌
を
仕
込
む
1
日
。
講

座
の
後
は
山
を
散
策
し
な
が
ら
の
つ
み
草
を
楽
し
み
、
ラ
ン

チ
を
い
た
だ
き
ま
す
。
午
後
は
栄
醤
油
の
麹
を
ベ
ー
ス
に
松

葉
や
野
草
の
酵
素
を
生
か
し
た
味
噌
仕
込
み
。
ま
た
、
瀬
戸

谷
の
め
ぐ
み
茶
園
さ
ん
に
よ
る
こ
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
の
三

年
番
茶
や
寒
茶
に
つ
い
て
の
紹
介
と
呈
茶
も
楽
し
め
ま
す
。

冬
だ
か
ら
こ
そ
の
深
い
味
わ
い
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

冬
は
山
や
野
草
の
中
に
宿
る
春
を
待
つ

「
いの
ち
」を
感
じ
ら
れ
る
季
節

ツ
ア
ー
行
程

市之瀬交流ヴィレッジ集合9:30

つみ草に出かけよう　
山の散策

10:20

草の標本作り11:10

野草味噌仕込み13:30
野草ランチ12:20

終了・解散15:00

瀬戸谷のめぐみ茶園
三年番茶と寒茶の呈茶

11:25

野草講座9:40

冬
に
芽
吹
く
野
草
の
世
界

味
噌
仕
込
み
と
番
茶
の
魅
力

【水】
71

No.4

お
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

時間 9：30～
15：00

定員 13名
（最少催行10名）

集合場所 市之瀬交流ヴィレッジおかえり
（藤枝市瀬戸ノ谷7509）

申込 フジエダオンパク
公式サイト

参加料金 9,500円（講座代・野草ランチ代・体験料・呈茶代・
 野草味噌約1.5kgとお茶のお土産付き）

一部
バスツアー

ツ
ア
ー
行
程

白ふじの里駐車場集合
（農園まではクルマで移動）

9:30

柑橘農園にてお話、収穫体験 9:45

檸檬とラクダ到着12:00
シトラス×和プレートランチ&デザート12: 10
貸切バスで移動13:30
白ふじの里駐車場到着、解散13:50

「白ふじの里」内にて
小長谷さんのお話や相橘の味見、
事前収穫した果物２kgをお渡しします。

白ふじの里駐車場に戻り、
貸切バスで移動

11:40

一部バスツアー

晴れの場合（収穫体験あり）

雨の場合（収穫体験なし、事前収穫）
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お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

フ
ジエ
ダ
オ
ン
パ
ク
公
式
サ
イ
ト

フ
ジ
エ
ダ
オ
ン
パ
ク
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

餅
つ
き
・の
し
餅
＆

し
め
縄
づ
く
り
の
年
末

【金】
2612

薪
か
ら
火
を
お
こ
し
、
羽
釡
で
ふ
っ
く

ら
蒸
し
た
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
の

も
ち
米
を
杵
と
臼
で
搗
き
ま
す
。
搗
き

上
が
っ
た
餅
は
の
ば
し
て
、
お
正
月
用

の
の
し
餅
に
。
お
餅
つ
き
の
合
間
に
は
、

わ
ら
っ
ち
の
小
泉
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
で
干
し
た
稲
藁
を

使
っ
て
し
め
縄
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

自
分
の
手
で
搗つ

い
た
お
餅
で

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

全
て
の
生
物
は
酵
素
な
し
で
は
生
き
ら

れ
ま
せ
ん
。
酵
素
は
9
番
目
の
栄
養
素

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
限
り
あ
る
体
内
酵

素
を
外
側
か
ら
補
っ
て
く
れ
る
の
が
食

物
酵
素
。
多
様
な
素
材
が
持
つ
力
が
調

和
し
、
発
酵
と
い
う
過
程
を
経

て
波
動
の
高
い
酵
素

ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

酵
素
ジ
ュ
ー
ス
の
素

1
㎏
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
ま
す
。

21
種
類
の
果
物
や
野
菜
な
ど
を

刻
ん
で
混
ぜ
て
3
日
で
完
成
！

杵塚歩〈ちぃっとらっつ農舎〉
鷲野浩之〈ポラーノ農園〉
農薬・化学肥料を使わない、自然と
調和した食や暮らし方をワーク
ショップや農業体験を通じて未来
のカタチを提案している。

杵塚歩〈ちぃっとらっつ農舎〉
鷲野浩之〈ポラーノ農園〉
農薬・化学肥料を使わない、自然と
調和した食や暮らし方をワーク
ショップや農業体験を通じて未来
のカタチを提案している。

今
こ
そThink G

lobal, 
Act Loocal

な
味
噌
作
り
会

【日】
12

参加料金
大人6,500円、子どもは無料
※参加費には味噌3kg分が含まれます。
（ご希望の方は1,500円/kgで追加できます。）
※昼食は一品持ち寄りですが、
　こちらでご飯とみそ汁は用意します。

時間 10：00～15：00

定員 大人15名（最少催行5名）

会場 オフグリッドハウス
（藤枝市滝沢1416-6）

申込 フジエダオンパク公式サイト
または☎090-8188-0808
（杵塚） 味

噌
作
り
に
使
う
原
料
の
米
は
、
全
て

自
分
た
ち
で
育
て
た
無
農
薬
の
玄
米
糀

と
、
自
家
採
取
を
続
け
各
地
の
在
来
大

豆
が
混
ざ
っ
た
色
と
り
ど
り
の
無
農
薬

大
豆
で
す
。
煮
豆
や
玄
米
糀
の
甘
酒
な

ど
、
味
噌
作
り
だ
け
で
な
く
、
素
材
の

旨
味
も
実
際
に
味
わ

い
、
発
酵
食
品
が

作
ら
れ
る
原
料

に
つ
い
て
も
学

び
を
深
め
ま
す
。

無
農
薬
の
玄
米
麹
と

無
農
薬
大
豆
を
使っ
た
味
噌
作
り

4【水】2
8【日】2

腸
内
環
境
を
整
え
る

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
い
酵
素
ジュ
ー
ス
作
り

時間 10：00～12：00

参加料金 4,300円

定員 10名（最少催行5名

会場 藤枝地区交流センター
（藤枝市五十海3-12-1）

申込 フジエダオンパク
公式サイト 

No.8

No.5

No.6

時間 10：00～15：00

参加料金
基本料金：大人1人
（玄米のし餅1升込）5,000円
追加料金：大人1人追加 +2,000円／
子ども1人追加 +500円／
のし餅を2升に変更 +3,000円／

会場 オフグリッドハウス
（藤枝市滝沢1416-6）

人数の上限なし・
餅20升まで
（最少催行10升から）

定員 申込 フジエダオンパク公式サイト
または☎090-8188-0808
（杵塚） 

餅の種類を変更
（白餅、みかん餅、黒米入り玄米餅）
各1升につき ＋200円
参加費に含まれるもの：昼食
（お餅・汁物・お餅の付け合わせ・お茶）／
しめ縄づくり体験

四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
を
表
現
す

る
伝
統
的
な
上
生
菓
子
づ
く
り
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
和
菓
子
の
技
術
と
共
に
、

根
底
に
あ
る
日
本
の
精
神
性
や
文
化
的

な
背
景
も
深
く
学
ん
で
き
た
三
浦
さ
ん
か

国
際
的
に
活
躍
中
の
三
浦
さ
ん
か
ら

習
う
貴
重
な
和
菓
子
の
世
界

ら
、
講
座
を
通
し
て
背
景
に
あ
る「
心
」

を
学
び
ま
す
。
日
本
の
伝
統
や
文

化
に
つ
い
て
学
び
深
め
る
時
間

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

時間 13：30～15：00

参加料金 5,800円
（和菓子講座、材料費、抹茶代）

会場 とんがりぼう
（藤枝市若王子701-1 蓮華寺池公園内）

定員 10名（最少催行5名）

申込 フジエダオンパク公式サイト 
※作るお菓子は１種です
※お菓子の写真はイメージです

三浦和幸〈和インターナショナル〉
技術研鑽を重ねたのち、老舗和菓子
ブランドにて工場長を務め、数々の
和菓子コンクールで受賞。「日本文化
継承事業 和菓子伝道師」として、国
内外で和菓子文化の継承に取組む。

荒井恭子
〈ふじえだ腸活倶楽部／藍の周波数〉

人体は小宇宙。地球さ
んと共振する人を増や
すをモットーに量子の
観点から人を楽器のご
とく調律をする活動
中。神聖幾何学が好き。

世
界
に
誇
る
和
の
心
を
伝
え
る

和
菓
子
職
人
の
技
を
学
ぶ

No.7

【水】
281

0809
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お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

フ
ジエ
ダ
オ
ン
パ
ク
公
式
サ
イ
ト

対
話
型
美
術
鑑
賞
会　

揚
子
江
美
術
館
で
会
い
ま
し
ょ
う
２

フ
ジ
エ
ダ
オ
ン
パ
ク
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

時間 両日とも①11：00～14：00 ②16：00～19：00

参加料金 3,000円（中高学生2,000円）

定員 各回8名（最大10名、最少催行6名／回）

会場 揚子江美術館（藤枝市仮宿1615-2-2）

申込 フジエダオンパク公式サイト 

食
事
が
で
き
る
美
術
館 《
揚
子
江
美
術

館
》の
収
蔵
品
を
対
話
型
鑑
賞
で
作
品
理

解
を
深
め
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
。
美
術
の

知
識
を
前
提
と
し
な
い
、
感
想
と
解
釈
を

《
対
話
に
よ
り
重
ね
合
わ
せ
て
》作
品
世

界
を
理
解
し
て
ゆ
き
ま
す
。
鑑
賞
会
後
半

は
揚
子
江
美
術
館
の
も
う
一
つ
の
作
品
、

中
華
料
理
で
感
想
戦
に
興
じ
ま
す
。

問
い
と
対
話
に
よって

作
品
理
解
を
深
め
る
ア
ー
ト
イ
ベン
ト

14【日】12
12【月・祝】1

右：伊藤美佳〈はかりうりtoitou店主〉　
中：内山真太郎〈揚子江美術館艦長〉
左：増田あきら〈みちくさ探偵〉
〈伊藤〉蓮華寺池公園近くで量り売りのお
店「はかりうりtoitou」を営む傍ら、トーク
イベントの運営、オリジナルメソッドの
料理教室、オール手描きPOPのデザインワークなど展開中。女
子美術短期大学専攻科卒。美術館巡りが趣味。〈増田〉地域の面
白いを、まち歩きで拡げてみたり、深掘りしてみたりする人。
アートワークとしてまち歩きを企画してきました。多摩美術
大学建築科卒　対話型鑑賞×〇〇が最近のテーマ。

No.9

だ
れ
で
も
で
き
る
哲
学
対
話

参加料金 500円（高校生以下100円）
希望者はドリンク購入可能

時間 15：00～16：30

会場 本屋nico（藤枝市本町1-1-3）

定員 8名（最少催行2名）

申込 フジエダオンパク公式サイト

「
う
れ
し
い
ご
は
ん
っ
て
な
ん
だ
ろ
な
」を

テ
ー
マ
に
対
話
を
し
ま
す
。
む
ず
か
し
い

知
識
は
い
り
ま
せ
ん
。「
自
分
は
ど
う
思

う
ん
だ
ろ
う
？
」を
、
こ
と
ば
に
し
た
り
、

だ
れ
か
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
体
験
で

テ
ー
マ
に
沿って
み
ん
な
で

いっ
し
ょ
に
考
え
て
み
る
体
験

No.10

さと
〈哲学対話を実践するひと〉
昨年から「テツカフェ」と
いう名前の哲学対話を開
いています。哲学について
専門的に学んだわけでは

ありませんが、「考えること」「話を聴くこと」が好
きです。気軽に参加してもらえたらうれしいです。

す
。
子
ど
も
も
大
人
も
、

初
め
て
の
人
も
大
丈
夫
。

ま
と
ま
っ
た
答
え
が
出
な

く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

消
え
て
の
こ
る 

野
菜
で
つ
く
る

ブ
リ
ー
チ
ア
ー
ト

―O
YA
SA
I

タ
ペス
ト
リ
ー
で
コ
ン
セ
キ
を
楽
し
む
― 

時間 10：00～12：00

参加料金 5,500円

定員 5名（最少催行2名）

会場 了善寺（藤枝市天王町1-4-1）

申込 フジエダオンパク公式サイトまたは
☎070-5332-3955
（フジエダオンパク事務局）

No.12

持塚三樹
〈現代美術家・画家〉
藤枝市を拠点に、絵画、彫刻、映像など
を制作発表している芸術家です。静岡
県内を中心として、プロジェクション
マッピングを制作発表もしています。

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｉ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
野
菜

の
輪
郭
や
質
感
を
布
に
残
し
ア
ー
ト
作
品

に
す
る「
ブ
リ
ー
チ
ア
ー
ト
」。　
野
菜
や

植
物
を
手
ぬ
ぐ
い
に
置
き
、
ブ
リ
ー
チ
を

か
け
て
形
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
野

野
菜
を
使って

ア
ー
ト
作
品
を
作
ろ
う

菜
を
薄
く
切
り
、
自
然
の
か
た

ち
を
組
み
合
わ
せ
て
楽
し
み
ま

す
。
絵
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽

に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

蓮
華
寺
池
公
園
周
辺
の
い
ろ
ん
な
人
が
集

ま
る
場
所
と
言
え
ば
マ
ツ
ウ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
。

2
0
2
5
年
11
月
に
は
蓮
華
寺
池
公
園

近
く
に
移
転
オ
ー
プ
ン
。
更
に
新
し
い
出

会
い
や
繋
が
り
が
生
ま
れ
そ
う
な
ス
テ
キ

新
マツ
ウ
ラコ
ー
ヒ
ー
で

朝
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

な
新
店
舗
に
て
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の

話
を
聞
き
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
朝
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

時間 9：00～10：00

参加料金
2,000円
（別途ドリンクをご注文ください）

会場 マツウラコーヒー
（藤枝市藤枝5-5-15）

定員 8名（最少催行3名）

申込 フジエダオンパク
公式サイト 

伊藤美佳 〈はかりうりtoitou店主〉
蓮華寺池公園からすぐ
の古民家nicicaの中で
量り売り屋「はかりう
りtoitou」を営んでい
ます。お昼からはヴィ
―ガンデリの食事も提
供しています。

24【土】1
21【土】2

新
マ
ツ
ウ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
で

朝
コ
ー
ヒ
ー

No.11

【土】
171

【金】
191
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れ
ん
げ
じ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

12
周
年
を
記
念
し
、
12
月
は
時
間
も
場
所

も
拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。
お
買
い
物
だ

け
で
な
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
楽
し
め
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
お
買
い
物
券
が
も
ら
え
る

生
産
者
さ
ん
と
の
出
会
い
や

旬
を
楽
し
む
マ
ー
ケ
ッ
ト

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
お
楽
し
み
企
画
も

あ
り
ま
す
よ
！
ご
家
族
や
お
友
達
と
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

時間 9：00～14：00

会場 蓮華寺池公園 
郷土博物館前
イベント広場
（藤枝市若王子500）

れんげじ
オーガニックマーケット 
実行委員会
通常は毎月第3日曜日7：00～
10：00に、蓮華寺池公園ボート
乗り場前の「日本料理あずまそ
駐車場」で開催しています。

 

12
月
は
拡
大
版
だ
よ
★

れ
ん
げ
じ
オ
ー
ガ
ニッ
クマ
ー
ケ
ッ
ト

No.14

【日】
2112

よ
も
ぎ
は
ハ
ー
ブ
の
女
王
と
も
言
わ
れ
、

特
に
女
性
の
健
康
に
使
わ
れ
て
き
た
生

薬
で
も
あ
り
ま
す
。
古
来
か
ら
ハ
ー
ブ

テ
ィ
や
和
菓
子
の
ほ
か
、
傷
の
手
当
て

な
ど
生
活
に
根
付
い
て
き
ま
し
た
。
私

達
鍼
灸
師
が
扱
う
お
灸
の
艾（
モ

グ
サ
）は
よ
も
ぎ
の
葉
裏
の
毛

を
集
め
た
物
で
す
。
艾
の
お
母

さ
ん
で
あ
る
よ
も
ぎ
を
五
感
で

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

東
洋
医
学
を
身
近
に

よ
も
ぎ
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を
学
ぶ

【日】
712

よ
も
ぎ
を
楽
し
も
う　

食
べ
比
べ 

据
え
比
べ

No.16

時間 ①10：30 ②14：30 参加料金 3,500円

定員 各回10名（最少催行5名）

会場 大慶寺内三光堂（藤枝市藤枝4-2-7）

申込 フジエダオンパク公式サイトまたは
☎070-5332-3955（フジエダオンパク事務局）

MOXAかなと（奏）
私達はMOXAかなと（奏）と
いう鍼灸師5人グループ、
静岡医療学園専門学校の卒
業生です。山下奈美江、増田
佳世、明道嘉保、嘉茂大地、
太田泰子でおんぱくプログラムにて沢山の
方々にお灸の良さ東洋医学の素晴らしさを
知っていただきたく活動しております。

香
り
味
わ
い
お
茶
で
異
国
情
緒
を
楽
し
む

台
湾
茶
会
／
紅
茶
会

No.15

各
地
か
ら
厳
選
し
て
取
り
寄
せ
た
美
味
し

い
台
湾
茶
５
種
と
台
湾
の
伝
統
菓
子
を
楽

し
む
台
湾
茶
会
。
和
紅
茶
や
フ
ラ
ン
ス
紅

茶
、
台
湾
紅
茶
、
和
洋
中
各
国
の
紅
茶
の

飲
み
比
べ
を
行
う
和
紅
茶
会
。
美
味
し
い

お
茶
を
味
わ
い
、知
識
を
深
め
る

和
洋
中
各
国
の

お
茶
と
お
茶
菓
子
を
堪
能

お
茶
と
お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
参
加
者

同
士
の
会
話
も

楽
し
め
る
、
心

満
た
さ
れ
る
ひ
と

と
き
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

開催日
左記参照

森下かおり
〈森下丸六茶苑・
日本茶アドバイザー〉
祖父の代から続く茶農
家で育ち、静岡を拠点
に、お茶会やイベントの
開催を通して、地元地

域の魅力発信に取り組む。台湾留学中は、台北
にある台湾茶専門店「八拾捌茶輪番所」に勤務。

参加料金 4,000円

定員 6名（最少催行3名）

会場 レンタルスペース ＮＯＤＥ
（藤枝市前島1-4-8  2F）

申込 フジエダオンパク公式サイト 

開催日間
台湾茶会
12/7（日）・2/20（金）14：00～16：00
紅茶会
12/12（金）・1/24（土）・2/28（土）
14：00～16：00

時間 18：00～19：30 参加料金 3,500円

定員 3名（最少催行1名）

会場 マツウラコーヒー新店舗
（藤枝市藤枝5-5-15）

申込 フジエダオンパク公式サイト 

新
店
舗
で
の
初
の
実
験
室
は
ド
リ
ッ
プ

パ
ッ
ク
が
登
場
。
手
軽
ゆ
え
に
、
味
わ

い
が
画
一
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？ 

と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ

グ
で
す
が
、
淹
れ
方
を
変
え
、
味
の
変

化
を
楽
し
み
ま
す
！ 

飲
み
比
べ
し
た
後

は
、
日
々
の
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
疑
問

に
店
主
が
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
お
答
え
し

て
い
き
ま
す
。

手
軽
に
楽
し
む

ド
リ
ッ
プ
パッ
ク
で
の
実
験
室
で

好
み
の
淹
れ
方
を
探
し
て
み
よ
う

マ
ツ
ウ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
の

実
験
室

No.13

【土】
142

松浦一樹〈マツウラコーヒー店主〉
蓮華寺池公園ボート乗り場前から
徒歩3分ほどの場に移転しました。
丁寧な自家焙煎とハンドドリップ
で一杯一杯淹れています。蓮華寺
池周辺の憩いの場として多くの方
に足を運んでいただいています。

1213
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申
し
込
み
は
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ち
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か
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イ
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ジ
エ
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ン
パ
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体
験
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プ
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ラ
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時間 8：00～9：00

参加料金 500円（ラーメン代は別途かかります）

定員 5名（最少催行1名）

会場 藤枝江崎新聞店前（藤枝市藤枝1-4-12）

申込 フジエダオンパク公式サイト 

石間健司
〈藤枝朝ラー文化軒究会　
事務局長〉
2010年、有志とともに軒究
会を発足。朝ラーの研究、カッ
プ麺等の商品開発を行う。

達
人
と
行
く
！

 「
藤
枝
朝
ラ
ー
」デ
ビュ
ー
ツ
ア
ー

No.17

25【日】1
8【日】2

も
と
も
と
は
夜
明
け
前
か
ら
働
く
茶
商

が
、
朝
食
代
わ
り
に
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
藤
枝

の「
朝
ラ
ー
メ
ン
」。
さ
っ
ぱ
り
醤
油
味
の

志
太
系
、
と
ん
こ
つ
、
元
フ
レ
ン
チ
シ
ェ

藤
枝
市
独
特
の
文
化「
朝
ラ
ー
」を

達
人
と
一
緒
に
堪
能
し
ま
す

フ
の
創
作
な
ど
種
類
も
さ

ま
ざ
ま
。
朝
ラ
ー
を
知
り

尽
く
し
た
案
内
人
と
と
も

に
朝
ラ
ー
を
堪
能
し
ま
す
。

私
た
ち
は
ビ
ン
や
袋
を
開
け
た
り
、
ク

リ
ー
ム
を
混
ぜ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
挽

い
た
り
、
お
ろ
し
金
や
す
り
鉢
な
ど
台
所

で
様
々
な
道
具
を
使
い
ま
す
。
こ
の
講
座

で
は
、
調
理
の
時
に
疲
れ
に
く
く
効
率
の

日
常
生
活
で
役
立
つ

体
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う

良
い
動
き
方
や
体
の
使
い

方
を
、
古
武
術
の
動
き
や

知
恵
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
お

伝
え
し
ま
す
。

参加料金 3,000円

時間 13：30～15：30

会場 大慶寺（藤枝市藤枝4-2-7）

定員 10名（最少催行4名）

申込 フジエダオンパク公式サイト
または☎090-4192-3660（曽根）

曽根彰
松聲館技法研究員
〈甲野善紀氏公認〉
2009年より武術家「甲野
善紀」氏に師事。古武術の動
きなどに触れるうち、それ
まで悩まされていた腰痛を自力で完全に克服する
など、体調や精神面が劇的に改善する。

冬
至
は
陰
が
極
ま
り
、
こ
れ
か
ら
陽
に
回

復
し
て
い
く
転
換
期
と
も
言
わ
れ
、
水
行

は
歴
史
を
た
ど
る
と
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古
く
は
古
事
記
・

日
本
書
紀
に
記
述
が
あ
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水
の
禊

み
そ
ぎ

祓は
ら
い」に

起
因
し
ま
す
。
１
年
の
締
め
く
く
り
に
、

心
の
垢
落
と
し
、
来
た
る
新
年
に
そ
れ
ぞ

れ
の
決
意
を
固
め
、
新
た
な
出
発
の
き
っ

か
け
と
す
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。
そ
れ
が
冬
至
水
行
祭
で
す
。

1
年
の
懺
悔
や
、誓
い
や
目
標
を

立
て
て
新
た
な
基
準
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

時間 ①13：00～15：30  ②17：00～19：30

会場 大慶寺（藤枝市藤枝4-2-7）

参加料金 2,000円 定員 30名
（最少催行10名）

申込 https://form.run/@toujisuigyousai

彩-aya-

織
り
重
な
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ま
が
い
ま
を
彩
る
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藤
枝
市
在
住
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
フ
ル
ー
ト

奏
者Y

uki

と
和
太
鼓
奏
者
の
内
田
依
利

の
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
慶
寺
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
昨
年
好
評
を
博
し
た
、
歌

海
外
で
も
活
躍
す
る
音
楽
家
の

演
奏
に
身
を
委
ね
る
穏
や
か
な
時
間

すずみ
〈はりきゅうすずみ代表／彩実行委員〉
音楽や食は私の本業(医療)の目的
である治癒や寛解、QOLの向上に
直接的に繋がることと考え、文化
の振興を望んでいます。
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【日】
1812

A
SU
M
I

、
キ
ー
ボ
ー
ド
島

崎
敦
史
と
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も
に
民
族
楽

器
や
伝
統
楽
器
と
電
子
音

の
織
り
な
す
音
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

冬至水行祭
運営委員
毎年水行をする有志メンバー。
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13【土】12

14【土】2

調
理
に
関
す
る
動
き
方
講
座

No.18 

参加料金
①インクルーシブ公演 
［前売券］おとな（高校生以上）2,500円、
応援券5,000円、小・中学生 1,000円、
0歳～未就学児 500円　
［当日券］すべての方 500円追加
②本公演［前売券］ 
おとな（18歳以上）4,500円、
応援券 8,800円、中高生 2,500円、
立見席 3,000円
［当日券］すべての方 500円追加

時間 ①インクルーシブ公演
（0歳からおとなまで）13：45～14：30

会場 大慶寺（藤枝市藤枝4-2-7）

定員 ①60名  ②80名

申込 『彩』特設ホームページ　
https://sou-11.jimdosite.com/

②本公演（中学生以上） 17：30～19：00
※公演の合間（14：40～17：15と終演後）
　に飲食・CD販売あり
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主催 ： 一般社団法人SACLABO　お問い合わせ ： フジエダオンパク事務局
〒426-0014 静岡県藤枝市若王子７０５-２　TEL ： 070-5332-3955（平日10：00～16 :00）　
MAIL ： saclabo.mail@gmail.com

 【  申 込 開 始日 】

詳細は随時WEB、SNSで情報発信中！
アカウントID ： fu j i edaonpaku

https://shizuoka-onpaku.jp/fujieda/
フジエダオンパク公式サイト

・フジエダオンパクの参加には事前予約が必要です。
・公式サイトからプログラムを予約するには会員登録が必要です。
・各プログラムによって申込み方法が異なります。
 事前に参加希望のプログラムページでご確認をお願いします。
・予約締切日以降のキャンセルは
 参加費の100％のキャンセル料が発生いたします。

受付スタート！〈
月
〉
正
午1711

ご予約はこちらから
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